
2017 年 4 月号             六大戦 部便り 

 

1 

 

六大戦 部便り 

 

目次 

1. 六大戦 講評 

 1.1  監督より 

1.2  主将・女子主将より 

 

2. 六大戦 試合経過  

3. 選手の言葉  

4. 試合結果 

5. 自己記録更新者一覧 

6. 主務より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 六大戦 講評 

1.1 監督より 

監督・藤田靖浩 

 シーズンインとなる六大戦ですが残念ながら昨年から

の戦力ダウンが響き、久しぶりに６位に転じてしまいま

した。 

 1500メートル、5000メートルの二種目で三年近藤が、

走幅跳、三段跳の二種目で三年木下が入賞しましたがそ

の他は下位入賞に留まり、大変厳しい結果となりました。 

 一方、得点には繋がりませんでしたが二年生を中心に

ベスト記録を更新した選手も多く、少しずつ冬練の成果

も出てきました。 

 今期は大変厳しいシーズンになることも予想されます

が、選手層の薄かった短距離、投擲にも有望な新入生が

入りましたので関東インカレに向けてこれから盛り返し

て行きたいと思います。引き続き、ご指導、応援を宜し

くお願い致します。 

1.2 主将・女子主将より 

主将・寶田雅治 

 今年度の六大戦は立教大学に勝つこととその上で対校

得点50点以上を獲得することを目標にし、関東インカレ

を見据えて強い選手の中でも自分の実力を発揮すること

を試合の狙いとしました。 

 結果から申し上げると対校得点は32.5点で順位は6位

という結果に終わってしまいました。雨が降る悪いコン

ディションだったものの、その点は他大学も同じで単純

に実力が足りてなかったと言わざるを得ないものでした。

特にトラックでの対校得点が7点しか取れておらず、一部

校だけでなく同じ二部校である立教大学との差も浮き彫

りになる試合でした。 

 そうした中でも好材料が見られる部分もありました。

砲丸投で3年佐竹が10m76で関東インカレ二部B標準を

再び突破する自己ベスト更新、800mで2年小野がインカ

レ二部B標準まであと0.1秒に迫る1’56”10、走幅跳で既に

インカレ二部A標準をきっている3年木下が7m18と自己

ベストを更新するなど所々で冬練の成果が出始めていま

す。 

 ポジティブに捉えれば、このように結果が出始めてい

る部員がいて、なおかつ東大陸上部の現在地を確認する
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ことができたと考えることができます。関東インカレの

標準記録の締め切りまではあと1ヶ月、インカレ本番まで

はさらにあと3週間あります。関東インカレで一部昇格す

るためには何人もの部員が自己ベストを大幅更新しなけ

ればなりませんが、東大陸上部が何年も成し遂げられな

かった一部昇格が簡単に行くはずがありません。自分た

ちの甘さを再認識する良い機会であったと捉えて、部員

一丸となって前を向いていきます。 

 最後にお忙しい中応援に来てくださった先輩方、誠に

ありがとうございました。今シーズンもご指導ご鞭撻の

ほどをよろしくお願い致します。 

 

女子主将・坪浦諒子 

 今年からエキシビションという形で、六大戦でも女子

の対校戦が始まりました。しかし、シーズン初めの大切

な時期であるため無理に専門種目以外に出ないという方

針で、この度は２年内山の 100ｍと走幅跳、３年高石の

800ｍという２名３種目のみの出場となりました。 

内山は、２種目をハードスケジュールの中こなし、持ち

前のタフさを発揮しておりました。記録としては物足り

ない部分もありますが、今後は冬季練習の成果を発揮し

て関東インカレの標準を突破する可能性が非常に高いと

考えます。高石は、積極的なレース展開を見せ、彼女の

走りに刺激を受けた部員も多いと思います。この度の課

題を克服し、今年も昨年以上の活躍が期待されます。 

次の対校戦は関東インカレであり、まずは一人でも多く

の女子部員が標準記録を突破することが第一の目標とな

ります。一部昇格には女子部員は直接貢献出来ませんが、

男子に負けない強さでチーム全体に勢いをもたらしてい

きたいと考えております。また、先の話にはなりますが、

女子パートの目標として掲げております七大戦優勝には、

女子部員全員の更なる地力の引き上げが必要であること

は間違いありません。お互いに刺激し合いながら、女子

パート一丸となって練習に励んで参ります。 

最後になりましたが、この度も応援に駆けつけて下さい

ました OBOG の皆様、誠にありがとうございました。皆

様の応援は、本当に私たちの力となっております。今後

も変わらぬご指導ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願い

申し上げます。 

 

2. 六大戦 試合経過 

◎トラック種目 

10:00 男子 100m 予選 

 1 組 7 レーンに阿久津(2 年)、2 組 7 レーンに影山(2 年)が

出場。六大戦は関カレの 1 部校が揃う大会であり、当然周り

のレベルは高い。しかし、関カレ 1 部昇格を目標に掲げてい

る私たちはこのレベルの選手たちともわたりあっていく実力を

つけなければならないのも事実である。阿久津は大会前から

足の状態が悪く、あまり練習を積めていなかったが、大会の

ために調整はしていた。影山は冬練で着々と実力を付け、沖

縄合宿で良い記録を出していたために、PB 更新にも期待が

高まる。しかし、当日はあいにくの天気で、朝から雨が降って

いる。まだもとの気温もそこまで高くなく、じっとしていると寒

い。 

 雨が降り続ける中、号砲が鳴る。阿久津はスタートの技術が

ありスタートがうまいが、周りのレベルは高く、スタートから突き

放されていく。それでも後を追う阿久津。しかし、最後まで差

が縮まることなくゴールイン。記録は 11"44(+0.5m)の 6 着で

あった。しっかりと怪我を治し、今後の活躍を祈る。 

さて、第2レースの影山もスタートから置いていかれる。だが、

追い上げる影山。80m、90m、と、ついにゴールイン。順位は

上げられなかったものの、11"37(+2.1m)の 6 着であった。追

い風参考ながらも、PB 更新である。今シーズンの伸びにさら

なる期待が高まる。 

 

10:40 女子 100m 決勝 

 内山(2 年)が出場。走り幅跳びが本職の彼女は 2 種目

に出場した。朝から雨が降り続いており、天候に恵まれな

いまま試合は行われた。圧倒的に格上の選手が揃う中、

いかに引き離されず自分の走りをするかがポイントとなっ

た。 

 一番外側の 6 レーンでスタート。号砲への反応は悪くな

かったが、スタートの技術の差がはっきりとわかるように、

最初の数歩で他の選手に大きく離される。持ち前の大き

なストライドを活かした中間疾走以降から差は開かなくな

ったように思われたが、結果は 13"03(+1.0m)で最下位の

5着だった。 

 一つ上の順位の選手とのタイム差は 0.4 秒あり、悔しい

結果となった。内山は我が部のエースであるが、やはり六
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大学のような強豪と競り合うにはまだ力及ばなかった。来

年は更に実力をつけて六大戦でも通用する姿を見せてほ

しい。 

 

11:20 男子 3000mSC 決勝 

 肱岡（3年）、栗山（2年）がともに対抗戦デビューと

なった今回の六大戦は、冷たい雨が降りしきり応援席で

は合羽や傘が目立つ中でのレースとなった。ともに

3000mSCを始めてまだ間もなく、持ちタイムでは他大の

選手とはかけ離れていたものの、しかしそれ故に十分に

今大会で大化けするだけの伸びしろを持った状態でスタ

ートラインに立った。 

 二人はスタート直後から後方に位置をとり、確実にペ

ースを刻んでいけるだけの余裕を残して入った。先頭集

団は持ちタイム8分台数人を含むハイレベルな選手がそ

ろっており、最初の水濠を前にして早くも全体は縦長に

なった。肱岡は難なく水濠をクリアするも、栗山は着地

で体制を崩してしまう。ここは経験の差が出てしまった

か。1000mを肱岡は3’05、栗山は3’07で通過。先頭集団

からは大きく離され、10、11番目を走ることに。二人は

懸命の走りを見せるも、ここで経験の浅さが出てしまい

大きくペースダウンし、1000~2000mはともに3’23かか

ってしまう。50mほど前には立教の選手が二人ほど固ま

って走っており、何とかその選手を抜いて入賞ラインに

流れ込もうとするが、ここで栗山にアクシデントが。レ

ース終盤の水濠で着地後に大きく体制を崩し、体を地面

につくような形で転倒してしまったのだ。この隙に肱岡

は栗山の前へ。栗山はすぐに立ち上がり肱岡を追いかけ

るも8、9番手とはすでに大きく差が開いてしまい、同大

学内での10、11番争いという形になってしまった。結局

5000mでの持ちタイムが上の栗山が走力でもってして肱

岡をわずかに上回り、栗山が10’09”53で10位、肱岡が

10’16”00で11位という結果に終わった。今回はふたを開

けてみれば8位入賞ラインが9’51であり、二人にとっては

手の届かないところではなかった。しかしながら入賞に

届かなかった敗因として、両者ともに「経験不足」を挙

げていた。両者ともに今後も3000mSCを専門として取り

組んでいく心構えを有しているため、危機感と向上心を

もって練習に取り組むとともにレースの場数を踏み、四

大戦や七大戦、そして来年の六大戦でチームを勝利に導

く主力を担う存在へと成長してもらいたい。 

 

11:40 男子 400m 予選 

 1組3レーンに長久(4年)の出場。対校での試合経験は少

ないものの、冬季練習を通して実力をつけてきており好記録

が期待された。他の選手はみな格上なため、レース中に固く

ならず自分のレースをうまく展開できるかどうかが一つのポイ

ントと考えられていた。 

小雨の中、号砲が鳴りスタート。序盤スムーズにスタートを

切るも、相手はやはり強豪、中盤、終盤とぐんぐん差をつけら

れてしまう。51”47の 6 着でゴールした。 

2組 2 レーンに河野(4年)の出場。元々実力者ではあった

が近頃は特に調子を上げてきており、関カレ標準の突破が

期待された。 

序盤は 3レーンの明治とほぼ同じペースで第2コーナーを

通過。ホームストレートで少し離されるも、なんとか食らいつこ

うとする河野に、応援も熱が入る。しかし結局その差は最後ま

で詰めることができず、49”85 の 6 着でフィニッシュ。悔いの

残る結果になってしまった。 

 

12:40 男子 110mH 予選 

 1 組 2 レーンに村井(2 年)、2 組 2 レーンに寳田(4 年)の出

場。レーンは濡れた状態であったが、風は追っていた。村井

は冬練の成果か 100mの自己ベストを大幅に縮めており、寳

田は先日開催された東大競技会で十種の関カレ B標準を突

破するなど、二人とも勢いがあったため好記録が期待され

た。 

１組目、レースが始まると、やはり早稲田大の古谷選手が

先頭で 1 台目に飛びかかった。13 秒台で走る選手はアプロ

ーチを 7歩で走るため、8歩で走る村井は 1台目から置いて

いかれる形になった。ハードルの経験はまだ浅く、ハードリン

グ技術は洗練されているわけではなかったが、冬の間につけ

た走力でインターバルをしっかり走り、16”03(+0.3m)で 6 着

と記録は悪くなかった。 

2 組目、こちらの組では法政大の金井選手が先頭に立っ

た。寳田は昨シーズンよりも突っ込んだハードリングで果敢に

攻めていき、15"93(+0.3m)の 6着でゴールした。ハードルの

練習はそこまで積んでいないとのことだったが、今まで安定し

て出すことのできなかった 15 秒台を出すことができたのは、
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冬練で走力を上げた成果と言えるかもしれない。 

両選手とも、ハードルの技術練をさらに積んでいくことで、関

東インカレ2部標準15"50の突破という可能性がよりはっきりし

ていくだろう。今後の活躍に期待だ。 

 

13:10 男子 1500m 決勝 

 妹背(3年)、近藤(3年)の出場。朝から降っていた雨は

上がっていたが依然気温は低い中のレースとなった。 

スタート後、昨年度優勝者の明治大の河村が先頭に飛

び出し、残り11人が後続に縦に並ぶ展開となる。近藤は6

番手で61”、妹背は9番手で62”で400mを通過。依然先頭に

飛び出した河村とそれを追う集団といった形で2周目も

ハイペースでレースが進む。近藤がじわじわと前に詰め

ながら2’03、少し離れて妹背が2’04で縦一列なまま800m

を通過。ここで近藤がバックストレートで果敢に前に出

て3番手に着き1000mを2’33で通過するもラスト1周に入

ったところで徐々に後退してしまう。近藤は1200mを

3’05で通過、ラスト200mからは集団のスパートについて

いけず、ホームストレートでさらに法政大の糟谷にささ

れてしまい3’53”75の7位でフィニッシュ。妹背は1200m

を3’09で通過し、先頭の集団から離されてしまうも後続

集団で粘りの走りを見せ、3’59"68の11位だった。 

得点は近藤の7位で2点獲得。今対校戦では3’53でも7

位というかなりのハイレベルな争いとなり、両選手とも

実力を十分に発揮した上でのこのような結果となった。

しかしタイム自体はシーズン初めとして不足ないので今

シーズンの対校戦での活躍を期待したい。 

 

13:35 男子 4×100mR 決勝 

 5 レーンに出場。走順は、影山(2 年)−田口(3 年)−河野(4

年)−長久(4 年)。練習で調子のいいメンバーが集まったが、

他大学との走力差は大きかった。 

1 走の影山は良い走りをした。カーブをスムーズに走った。

バトンは少しもたついたがスピードを落とすことなく渡った。田

口は、周りの選手がかなり速かったため難しかったが、いつも

通りの走りでバトンをつなげた。河野は練習通りの安定した

走りだった。しかしこの時点で他大学とはかなり大きな差がで

きてしまっていた。長久は個人種目もあり条件は良くなかった

が、調子の良さがわかる走りだった。タイムは 42”47の5着で、

最下位。ただ最下位ながらも、関カレ標準(42”50)を切った。 

今回は河野がリレーに入ったことでバトンが安定した。新チ

ームのベストタイムだった。さらにバトンの技術を磨き、暖かく

なるにつれてスピードもあがることで 40 秒台も見えてくると思

われる。4 年を中心に冬季練習を経て良い走りをしている選

手もおり、今後メンバー争いが激しくなると思われる。 

 

14:20 女子 800m 決勝 

 高石(2年)の出場。高石は資格記録1位で高得点の期待

がかかる一方、資格記録2位の選手も3位の選手も近いタ

イムを持っていてハイレベルなレースが予想される。午

前中降っていた雨は止み、比較的走りやすい天候の中で

のレースになった。 

レースは序盤から立教の選手が引っ張り、高石が2番手、

早大の選手が3番手でついていく展開。高石は400mを64”5

で通過。600m手前までは大きな変化はなく、600m手前に

なりようやくレースが動き出す。徐々にペースを落とし

ていた立教の選手を抜いて高石が先頭にでる。だが直後

に同時に追い上げてきた早大の選手に抜かれ、その後は

接触もあり立教の選手にも抜かれ、2'17”42の3位でゴー

ル。4点獲得した。 

高石は今年も関東インカレに出場する。今回の六大戦

は不本意な結果に終わったが、これから調子を上げて関

東インカレで昨年以上に活躍することを期待したい。 

 

14:35 男子 800m 決勝 

 1レーン2名ずつ計12名での決勝。5レーンに坂口(2年)

と小野(1年)の出場。この日朝から降り続いた雨は小康状

態となり、寒さは残るものの走りやすい気候となってい

た。坂口、小野両者とも、持ち記録は周囲からやや劣り

苦戦が予想されたが、関東インカレA標準突破の目標を達

成するには持ってこいのレースであった。 

スタートから周りの選手が飛び出す中、両者とも落ち

着いた動きを見せる。12人でのレースのためオープンゾ

ーンでの位置取りにややつまずいたように見えたが、両

者は集団の後方に位置どる。400mの通過は坂口が若干前

に出て55”7で通過。小野も56”1の離れない展開に。残り

300m付近で小野が前に出るが、残り150mを過ぎ苦しそう

な表情になる。坂口は終始落ち着いた走りを見せ、最後

のストレートで小野を抜き返し1'55”63の9位でゴール。

小野も苦しみながらも1'56”10の10位。 
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得点獲得はならず、8 位と 1 秒以上差があったことを考

えると実力差は否めないが、2 人とも自己ベストであり

実力は確実に伸びている。両者の関東インカレの標準突

破に向けては上々のシーズン初対校戦だったと言えよう。 

 

16:15 男子 5000m 決勝 

5000ｍには、田村(4 年)と近藤(3 年)が出場。天候は曇り

で気温も高くなく、コンディションとしては走りやすい

ものであった。自己ベストから見ると他大の選手とも互

角に競える近藤であったが、このレースの数時間前に

1500ｍに出場し自己ベストに近いタイムで走っていた

ため、本来の走りができるかどうかは不透明であった。

スタート直後から近藤は先頭集団につき 1000m を 2’49”

で通過、7 番手の位置で走っていたが、2000ｍを 5’43”

で通過したあたりからペースを大きく落とし前の集団と

の差が開き始めた。それでもラストでは少しペースを持

ち直してフィニッシュし、15’19”の 7 着であった。田村

は最初から自らのペースを維持して 2000m を 6’05”で通

過し最後尾で走ったが、後半にペースダウンし 16’11”

の 12 着でフィニッシュした。対校得点としては２点と

なり、実力差が大きいのはある程度避けられないとは言

え、課題が多く残る結果となった。今後の対校戦や箱根

駅伝予選会での飛躍に期待したい。 

 

16:40 男子 4×400mR 決勝 

 5 レーンに東大の出場。1 部校とは実力の差は大きいとは

いえ、明治、立教に食らいついて、なんとか順位を一つでも

上げることを期待される。 

小降りの雨のなかスタート。1 走は河野(4 年)。本日、400m

と四継の二本を走っているため、疲労がたまっているのか、

内側の 1 部校にバックストレートの時点で追い抜かれ、非常

に苦しい展開。そのまま、カーブを抜けてバックストレートに

入るがやはり足取りは重そう。最後でバトンを渡した。 

2 走は早川(4 年)。前との選手との差が大きい中で前半か

ら積極的なレース展開を見せる。最後まで、大きな減速はな

かったがそれでも前との差は開き、最後でバトンを渡した。 

3走は長久(4年)。本日の 400mでも調子の良さを見せてく

れたが、やはり 3 本目であることと前との差が大きかったせい

か、非常に足取りが重そうであった。伊藤にバトンが渡る時点

で 100m 近い差がついていた。 

4走は伊藤(2年)。初の対校である。前と大きな差が開いて

いたせいか、完全に吹っ切れた様子で、しっかりと自分のレ

ースをしていた。特に大きく崩れることもなく最後まで走りきっ

た。 

結果は3'32”58で6位。正直、各自の持ち記録から考えれ

ば、予想外の記録ではあるが、マイル陣は怪我人が多い為、

彼らが調子を戻し、今のメンバーと競い合えば、さらなる記録

の向上は間違いないだろう。今後のマイルメンバーの活躍に

期待したい。 

 

◎フィールド種目 

10:00 男子走幅跳 決勝 

 一部校のトップも多く出場した男子走幅跳には草野(4

年)、木下(3年)が出場した。悪天候ではあったが、気温

はそれほど低くなく、力を出せば記録が望めるコンディ

ションであった。1本目は両者ともファールとなり、2本

目で木下が7m10の記録を残しその時点で5位につけたも

のの、草野は2本目もファールとなり追い込まれてしまっ

た。草野は3本目も本来の跳躍ができず、6m61と実力を出

し切れず終わったが、木下が全体の6位でベストエイトに

進んだ。木下は決勝で記録を7m18と伸ばし、自己ベスト

で6位入賞を果たした。 

 走幅跳では下馬評を覆しどれだけ一部校のジャンパー

に食いつけるかが課題であったが、調整不足が見られた

試合であった。まだシーズンは始まったばかりなので、

幅跳び勢には関東インカレ標準突破を目指して頑張って

もらいたい。 

 

10:00 女子走幅跳 決勝 

 内山(2年)の出場。 

 内山は一本目で大きくファールしたが、その後 100m

に出場するため一度ピットを離れた。100m を走り終えて

2 本目の試技に間に合い、助走を合わせて 5m32 の記録を

マークした。その後ファールはなかったが記録はあまり

伸びず、5m38 の記録で試合を終えた。踏切前の助走スピ

ードなど、課題の多く残る結果となった。 

 

10:00 男子砲丸投 決勝 

 男子対校砲丸投げは初春のやや肌寒い気温と小雨の中

で始まった。東大からは土井(4 年)、加藤(4 年)の 2 名が
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出場し、また今年鉄門から移籍してきた 3 年の佐竹がオ

ープンに出場した。下馬評では上位 4 人がずば抜けてお

り 5 番目に土井が、その後 10m 中盤に他の選手が詰まっ

て加藤が最下位であった。 

   ここの所不調であった土井は練習投擲で復活の兆しを

見せはしたものの試技ではフォームの崩れに悩まされ

9m 後半の 8 番手で辛くも決勝に残る。加藤も 2 投目ま

では前に突っ込んでしまう癖に悩まされたものの、修正

して去年の国公立戦以来となる10m台の7番手で残った。

佐竹は既に関東インカレの B標準を切っていたがさらに

4 センチ伸ばして 10m76 で終えた。 

    決勝では 4 投目で加藤が自己ベスト更新となる

10m27を投げたもののその後記録は伸ばせず 7位でフィ

ニッシュ。土井も最後に 10m11 を出しはしたものの 8

位で終わり得点は 3 点で終わった。 

   今後の展望としては新戦力佐竹が次期エースとして活

躍が見込まれる。逆に 4 年の 2 人は土井は修正をしてい

くこと、加藤は腰の怪我で積めなかった下半身のトレー

ニングを始めて更に記録を伸ばしていくことだろう。ま

た、新入生が何人か入部してくれそうなので新戦力にも

期待していきたい所である。 

 

12:30 男子走高跳 決勝 

 男子走高跳決勝には寳田(4年),赤塚(2年)が出場した。

両者ともに1m70から試技を開始し寳田は1回目の試技は

臀部を擦り非常に惜しい跳躍となった。赤塚は1回目でこ

れを成功させた。寳田は2回目以降の試技に移り、2回目3

回目とそれぞれ踏切とクリアランスに課題が出てしまい

残念ながらここで試技終了となった。赤塚はこの後

1m75,1m80と1回で成功させた。しかし、1m80の跳躍後、

脹脛の攣りをおこし1m85の試技を3回、いずれも実力を発

揮できず失敗に終わった。 

 結果は寳田 NM,赤塚 1m80 7 位となり 2 点獲得にとどま

った。初戦が残念な結果となったが、今後シーズンを通

して成長を期待したい。 

 

12:30 男子円盤投 決勝 

 六大戦円盤投には土井(4 年)、佐竹(3 年)がエントリ

ー。トラック種目と比べて他大学の選手層が厚くない投

擲種目で着実に得点をあげたいところである。グラウン

ドは雨が上がり気温も上がり始めた。ほぼ定刻通りに競

技開始。出場選手が 9 人で記録を残せば確実にトップエ

イトに残ることが出来ると考えた土井は立ち投げで記録

を残した。その後土井はターンで投げたが、2 投目は足

が滑ってしまい低調な記録で終わり、3 投目もターンが

うまくいかず思うように記録が伸びない。3 投目終了時

点で 7 位であった。佐竹は 1 投目からターンで投げ、右

に抜けることもあったが、ラウンドを重ねるごとに記録

を伸ばしていき、3 投目終了時点で 6 位であった。4 投

目以降コーチのアドバイスを受けた土井は修正を加え、5

投目に当日最高記録の 30m46 を記録した。しかし 6 投

目で記録を伸ばせず 30m46 の 6 位で競技を終了した。

佐竹は 4 投目以降も順調に記録を伸ばし、4 投目で自己

ベストを更新する 30m 越えの投擲を見せると、5 投目で

当日最高記録の 31m80 を記録した。6 投目は惜しくも記

録を伸ばせず 31m80 の 5 位で競技を終了し、東大は円

盤投で 7 点を獲得した。佐竹は初対校ながら、自己ベス

トを更新し、しっかりと実力を発揮してくれた。土井は

なかなか記録が伸び悩んだが、シーズンは始まったばか

りなので両者の今後の活躍に期待したい。 

 

14:00 男子棒高跳 決勝 

 寳田(4年)、三宅(2年)の出場。昼頃には少し暖かくさ

え感じられた天候だったが、棒高跳の競技開始ごろには

肌寒くなっていた。 

まず寳田は3m20から競技を開始した。まずまずの助走か

ら踏み切ったが、うまく身体を浮かせることができずバ

ーに脚をかけてしまう。2本目の跳躍では、ポールを突っ

込んだ際に握りが甘かったのか踏み切ることができずマ

ットに正面から突っこんだ。3本目の跳躍では、最高到達

点には余裕があったものの、バーとの距離が遠く失敗。

無念のNMに終わった。 

続いて三宅が4m50から挑戦。これは安定感のある跳躍

で、1回で成功。4m60にバーが上がって1本目の跳躍。こ

れはうまく身体を浮かせられず失敗。2本目はクリアでき

そうな踏切であったが惜しくも失敗。3回目も流れに乗る

ことができず失敗してしまった。結果として4位タイで

4.5点を獲得。 

両者とも良い試合内容だったとは言えないが、気を落

とさず再び練習を積み、寳田は十種競技で、三宅は棒高



2017 年 4 月号             六大戦 部便り 

 

7 

跳で、関東インカレで活躍してほしい。 

 

15:00 男子三段跳 決勝 

 対校三段跳には木下(3年)、毛利(3年)の出場。雨が降

ったりやんだりする中、競技が開始された。木下は15m

台を持っており、入賞・得点への期待が大きい。また、

同日行われた走幅跳でも自己ベストを更新しており、好

記録が期待される。毛利は13m50台を持っていて、14m台

への期待が高まる。 

毛利は攻めの跳躍によって、1本目・2本目とファール

をしてしまう。3本目に記録を狙いたかったが、うまく跳

躍に繋げられずに12m90(-0.7)の10番で競技を終える。木

下は1本目がファールだったものの、2本目で記録を残し、

3本目に14m45(-0.8)を跳び、5番手で決勝へと進む。 

木下の順位の上数人は記録が小さい範囲に固まっていた

ために、決勝ではさらなる記録の更新と、順位を上げる

ことが期待される。しかし、走幅跳などの疲れか、走り

にスピードが乗りきらず、14m30台まで持って行けるが、

記録が伸びない。結局木下は14m45(-0.8)の5位で競技を

終えた。 

決勝進出が 13m 中盤であったために毛利にも得点のチ

ャンスは十分にあったが、決めきることができず、ファ

ールをすることの怖さを知ることになった。今後の対校

戦では、ここぞというときで決める精神的な部分の強化

も必要であることがはっきりとした対校戦であった。 

 

15:00 男子やり投 決勝 

 六大戦男子対校やり投に八木澤(3 年)、村井(2 年)が出

場した。 

 この日多種目出場で、やり投が 3 種目の村井は消耗し

てしまっていたのか、練習のときよりも記録は伸びない。

少なくとも 40m 台の記録は出るだろうと思われていた

が、結果はまさかの 38m98 でトップ 8 に残れず、3 投で

試技終了となった。のびしろはまだまだあるし、少し練

習すれば結果に表れる状態にあると思うので、専門の十

種競技の得点をのばすためにも、これからもがんばって

もらいたい。 

 3 年八木澤はランキング上位の相手を食って予想より

も多く得点することが期待されていたが、1～3 投目はや

りが立ってしまい、お話にならない投げをしてしまう。

4,5 投目でなんとか修正するも 6 投目で再び論外の投げ

をしてしまい、結果は 47m43。さらにランキングでは下

だった立教の選手が申請記録をはるかに超える投げをし、

逆に食われてしまった。結局 7 位で 2 得点となった。50m

を投げなければ関東インカレ以外の対校戦ですら戦力に

ならないので、早く 50m は投げてもらいたい。 

 

3. 選手の言葉 

短距離 4 年 長久将 

(400m,4×100mR,4×400mR) 

 新しいシーズンを迎え短距離パートでは新鮮なメンバ

ーで六大戦に挑むことになり、私もほとんど初めて対校

選手として出場させていただくことになりました。どの

種目とも他の大学との差は大きく胸を借りるようなつも

りで挑みました。400mはほとんど実戦での経験のない中

で前半からスピードの違いを痛感させられるような試合

となってしまいました。個人的にはそこそこ納得できる

タイムとなった種目もありましたが、どれも対校戦とし

て勝負することはできず応援してくれた部員や足を運ん

で下さった先輩方には大変申し訳なく思っております。

ただ、改めて実力不足を認識させられた一方で課題も見

えてきたので関東インカレやその後の対校戦では勝負の

舞台に立てるよう練習を積んでいきたいと思います。今

後ともご指導・ご声援の程、宜しくお願い致します。 

 

中距離 2 年 小野康介 

(800m) 

今回、800m に出場させて頂いた中距離 2 年の小野で

す。大学から陸上を始めた僕にとっては、六大戦のよう

な大舞台でのレースは初めてでしたが、程良い緊張感と

「全国レベルの選手と走れるんだ！」という、ある種の

ワクワク感とを持って臨むことが出来ました。六大戦の

3 週間程前に行われた東大競技会では自己ベストを 1 秒

ほど更新できたので、その良い流れに乗って、この六大

戦では、自己ベスト•関東インカレ B 標準突破•得点を取

る、といったことを目標にしていました。具体的なレー

スプランは、持ちタイムが比較的近い中距離 3 年の坂口
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さんに最後の方まで着いていき、最後の直線に入ったら

ラストスパートで勝負をする、というものでした。しか

し、スタート直後のブレイクで予想以上に人が密集し、

とても坂口さんに着いていける状況にはなかった為、自

分自身が楽に走れるように完全にプランを切り替えて、

坂口さんの前に行き、9 番手付近に待機してレースを進

めました。その後、順位に大きな変動はなく、ラスト

200m となった段階で、まだ余裕があったので、スパー

トをいつもより早くかけました。しかし、自分の思って

いたよりも脚には疲労が蓄積していて、ラストの 100m

付近から徐々にスピードが落ち、最後は同校の坂口さん

に抜き返され、10 番の 1’56”10 でゴールをしました。自

分の中での一つの課題となっているラストでの弱さが出

てしまい、結果的に得点も取れず、悔しさが残りました。

しかし、自己ベストも更新できた上、関東一部や全カレ

でも活躍するような選手の走りを肌で直に体感すること

が出来たことは、今後の大きな財産になると思います。

まだまだ遠い目標ですが、最終的には東大記録を塗り替

え、全カレで戦えるような選手になりたいです。そのた

めに、目の前の壁を一つずつ乗り越えていけるよう、こ

れから今以上に練習を頑張って行こうと思います。 

 

中距離 3 年 高石涼香 

(800m) 

 六大戦はこれまで女子の対校種目はありませんでした

が、今年からエキシビションという形で女子も対校種目

がスタートしました。六大学の中距離の選手の申請記録

はベストが 2’13”から 14”台のあたりで層が厚く、初めて

の試みということでどのようなレースになるのか予測は

つかなかったものの、レベルの高いレースになるのでは

ないかと楽しみにしていました。個人としては、冬シー

ズンがなかなか調子の良いものとはいえず、万全の状態

に持っていくことができなかったのが残念です。当日の

レースは立教大学の選手が先頭に出て、それを二人が追

うという展開になりました。600 地点まで落ち着いてつ

いていきタイミングを見て前に出たものの、スパートを

かけてきたもう一方の選手に後ろから抜かれ、最後は二

人に離されてしまう結果になりました。自分がシーズン

インしてからなかなか自己ベストに及ぶタイムで走れず

にいる一方で、今回一緒に出場した他大学の選手は自己

ベストあるいはそれに準ずる記録ですでに走っているこ

とが刺激になりました。今後のシーズンでコンディショ

ンを整えて自己ベストを狙っていきたいです。応援・サ

ポートのほどありがとうございました。 

 

跳躍 3 年 木下秀明 

(走幅跳,走幅跳) 

 六大戦は関東一部校の選手と戦える数少ない機会です。

4月上旬の肌寒い時期とはいえ、私たちがこれから戦って

いかなくてはならない強豪校との距離を正確に測り、今

後の練習につなげていくために大事にしたい試合です。

そのため、私はこの試合をシーズン初戦ではなくシーズ

ン2試合目とし、3月中頃に出場した東大競技会で見つか

った技術的な不安点を改善して臨みました。体力面では

冬季にウエイトトレーニングを中心にしたトレーニング

でしっかりと地力をつけ、走力が上がっているという手

応えを感じており、自信を持って臨むことが出来ました。 

当日、走り幅跳びに関しては技術面では未完成な部分が

大半にもかかわらず、雨・向かい風1.5ｍという悪条件の

中で自己ベストを1cm更新することが出来、冬季のトレ

ーニングの効果が如実に表れたものとなりました。一方

で、三段跳びでは疲れを感じ、助走スピードや踏切動作

のキレが低下してしまいました。これから、今回のよう

な複数種目出場が増えていくでしょう。それに耐えうる

体力をつけることも一つの課題だと分かりました。 

今シーズン、ここまでは良くも悪くも予定通りです。技

術面を洗練していき、関東インカレでの予定外の飛躍を、

そして全日本インカレへの出場を目標にしていきます。

応援宜しくお願いします。 

 

投擲 3 年 佐竹俊哉 

(円盤投) 

 今まで鉄門の部活で陸上競技を行ってきましたが、本

年度から運動会の陸上部にも所属することになりました

3 年の佐竹です。六大戦では対校円盤投に出場させて頂

きました。陸上競技を始めたのは大学に入ってからで、1

年生の頃は砲丸投を中心に練習していましたが、2 年生

では砲丸投と円盤投を同じくらい練習しました。円盤投

では、大きく分けて立ち投げのレベルを上げることと、

ターンの後半に立ち投げを活かすことの 2 つを意識して
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練習してきました。以前はターンするより立ち投げの方

が飛ぶという悲惨な状況でしたが、ひとまず脚をつく場

所や身体の軸を保つ意識を中心として比較的速度が平坦

なターンを練習し、回ってきた勢いを活かして円盤をリ

リースすることが出来るようになったのでターンが立ち

投げに負けることは減りました。しかしまだ円盤を大き

く動かし、ターンの後半できちんと円盤を加速させるこ

とは出来ていないのでかなり改善の余地があると思われ

ます。 

 そして臨んだ試合当日、気温は上がってきたものの生

憎の天候でした。円盤投の頃には雨があがっていたもの

の、サークルが濡れていて脚を取られそうな感じだった

ので、ターンで滑ることを恐れて前半の試技は控えめな

投げから入ってしまいました。落ち着いてきたのか少し

強気になり、後半で伸ばして 31m80 という記録になり

ました。5, 6 投目(特に 6 投目)が最も良いという悪い試

合展開になってしまったので、初めからより集中して試

技に臨むようにしたいです。 

 また、春先ということもありましたが、身体の調子を

試合に合わせるところから上手く行かなかったと感じた

ので、日頃から自分の調子を把握しコントロール出来る

よう努めようと思います。 

4. 試合結果 

第 50 回 東京六大学対校陸上競技大会 

男子 100m 

予選(2 組 3 着+2) 

1 組(+0.5) 

5 阿久津 大貴 東大 11”44 

2 組(+2.1) 

6 影山 優輔 東大 11”37 

決勝(+0.0) 

1 徳山 黎 早大 10”56 

2 小池 祐貴 慶大 10”61 

3 永田 駿斗 慶大 10”62 

4 野本 周成 早大 10”83 

5 平山 裕太 法大 10”94 

6 東川 隼人 立大 11”01 

7 里村 幸紀 明大 11”08 

8 川辺 隼也 法大 11”09 

男子 400m 

予選(2 組 3 着+1) 

1 組 

6 長久 将 東大 51”47 

 

２組 

5 河野 太郎 東大 49”85 

 

決勝 

1 加藤 修也 早大 47”22 

2 伊東 利来也 早大 47”76 

3 小林 児太朗 慶大 48”55 

4 本間 大介 法大 48”98 

5 酒井 佑 立大 49”34 

6 坂井 悠太  立大 49”59 

7 塩津 和輝 慶大 50”26 

 

男子 800m 決勝 

1 西久保 達也 早大 1’50”27 

2 谷原 知己 早大 1’50”69 

3 安藤 秀行 明大 1’51”23 

4 中谷 浩崇 慶大 1’51”53 

5 田村 光輝 明大 1’52”82 

6 中嶋 敦史 法大 1’53”15 

7 田島 直人 慶大 1’53”50 

8 中矢 光一 法大 1’53”92       

9 坂口 諒 東大 1’55”63 

10 小野 康介 東大 1’56”10 

 

男子 1500m 決勝 

1 保坂 拓海 明大 3’48”14 

2 河村 一輝 明大 3’50”82 

3 新迫 志希 早大 3’51”07 

4 増田 蒼馬 法大 3’51”29 

5 谷口 耕一郎 早大 3’51”31 

6 糟谷 勇輝 法大 3’53”45 

7 近藤 秀一 東大 3’53”75 

8 長谷川 俊太 立大 3’54”06       

11 妹背 雄太  東大 3’59”68 
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男子 5000m 決勝 

1 坂東 悠汰  法大 14’12”47 

2 村上 純大 明大 14’14”54 

3 田中 龍太 明大 14’17”05 

4 佐藤 敏也 法大 14’19”18 

5 太田 智樹 早大 14’27”06 

6 安井 雄一 早大 14’31”60 

7 近藤 秀一 東大 15’18”96 

8 中村 亮介 立大 15’36”13       

12 田村 和也 東大 16’10”66 

 

男子 110mH 

予選 

1 組(+1.3) 

6 村井 輝 東大 16”03 

2 組(+0.8) 

6 寶田 雅治 東大 15”93 

決勝(+0.5) 

1 金井 大旺 法大 13”71 

2 古谷 拓夢 早大 13”75 

3 野本 周成 早大 13”80 

4 上野 佑太 慶大 14”27 

5 吉間 海斗 法大 14”58 

6 中島 瑞樹 慶大 14”86 

7 濱本 悠司 明大 15”16 

8 中野 竜平 明大 16”13 

 

男子 400mH 

決勝 

1 石田 裕介 早大 51”08 

2 高田 一就 法大 51”61 

3 小林 英和 法大 51”97 

4 水野 敬介 慶大 52”10 

5 前山 陽軌 慶大 52”86 

6 高野 健 明大 53”37 

7 中野 竜平 明大 53”55 

 

男子 3000mSC 決勝 

1 青木 涼真 法大 8’54”56 

2 吉田 匠 早大 8’55”25 

3 南  俊希 明大 9’09”07 

4 東島 清純 明大 9’09”33 

5 阿部 泰久 法大 9’16”50 

6 渕田 拓臣 早大 9’31”72 

7 増田 駿 立大 9’34”60 

8 藤井 一樹 慶大 9’51”14       

10 栗山 一輝 東大 10’09”53 

11 肱岡 佑 東大 10’16”00 

 

男子 4×100mR 決勝 

1 早大 野本―徳山―根岸―古谷 39”83 

2 慶大 小倉―永田―山田―小池 40”11 

3 法大 平山―川辺―村瀬―勝瀬 40”63 

4 立大 重住―坂井―大矢―東川 41”58 

5 東大 影山―田口―河野―長久 42”47 

 

男子 4×400mR 決勝 

1 早大 伊東―村木―石田―加藤 3’10”20 

2 法大 伊深―白幡―高田―片山 3’11”63 

3 慶大 千葉―前山―小林―塩津 3’13”06 

4 明大 里村―浅川―高野―中西 3’17”08 

5 立大 木越―坂井―竹内―酒井 3’17”08 

6 東大 河野―早川―長久―伊藤 3’32”58 

 

男子走幅跳 

1 三上 良英 慶大 7m64(-0.9) 

2 松添 基理 法大 7m62(+0.6) 

3 根岸 勇太 早大 7m48(-0.2) 

4 佐久間 滉大 法大 7m45(-0.8) 

5 鈴木 喜成 慶大 7m36(-0.9) 

6 木下 秀明 東大 7m18(-1.5) 

7 伊藤 直道 立大 7m08(-0.4) 

8 太田 隼 立大 6m92(+0.1)     

9 草野 恒平 東大 6m61(-0.9) 

 

男子走高跳 

1 芋川 駿 法大 2m00 

2 小川 僚太 法大 2m00 

3 篠原 楓雅 立大 1m95 

4 石川 遼 慶大 1m95 



2017 年 4 月号             六大戦 部便り 

 

11 

5 杉本 丞 立大 1m90 

6 森  慶太 慶大 1m85 

7 赤塚 智弥 東大 1m80 

  寶田 雅治 東大 NM 

 

男子棒高跳 

1 竹川 倖生 法大 5m00 

2 坂本 和真 法大 4m70 

3 廣瀬 卓  明大 4m70 

4 奥平 拓海 慶大 4m50 

4 三宅 功朔 東大 4m50 

6 川端 一輝 慶大 3m80 

7 松浦 岳 立大 3m40 

  寶田 雅治 東大 NM 

 

男子三段跳 

1 坂田 銀次郎 法大 15m24(-1.2) 

2 西  和音 明大 14m68(-0.7) 

3 伊佐 直輝 明大 14m60(+0.7) 

4 鈴木 喜成 慶大 14m49(-0.2) 

5 木下 秀明 東大 14m45(-0.8) 

6 萩原 克哉 立大 14m21(+0.8) 

7 酒巻 陽平 法大 13m96(-0.3) 

8 根岸 勇太 早大 13m84(-0.1)     

10 毛利 冬悟 東大 12m90(-0.7) 

 

男子砲丸投 

1 雨宮 巧 早大 14m53 

2 天野 光汰 法大 14m03 

3 曽我 歩希 法大 11m81 

4 土屋 義 立大 10m83 

5 韓  昇澈 立大 10m44 

6 奥平 拓海 慶大 10m35 

7 加藤 輝仁 東大 10m27 

8 土井 雅人 東大 10m11 

 

男子円盤投 

1 沖見 拓真 法大 44m14 

2 曽我 歩希 法大 42m46 

3 雨宮 巧 早大 32m72 

4 内藤 健太 慶大 32m58 

5 佐竹 俊哉 東大 31m80 

6 土井 雅人 東大 30m46 

7 土屋 義 立大 30m46 

8 韓  昇澈 立大 26m67 

 

男子やり投 

1 望月 雄太 法大 67m75 

2 真田 翔也 明大 60m59 

3 前田 秀悟 法大 59m91 

4 掛村 将寛 慶大 52m83 

5 安部 広太郎 慶大 50m86 

6 安達 裕次郎 立大 50m12 

7 八木澤 光大 東大 47m43 

8 松浦 岳 立大 44m10      

9 村井 輝 東大 38m98 

 

総合得点[男子] 

1 位: 法政大学 175.5 点 

2 位: 早稲田大学 128 点 

3 位: 慶應義塾大学 102.5 点 

4 位: 明治大学 88 点 

5 位: 立教大学 54.5 点 

6 位: 東京大学 32.5 点 

 

女子 100m 決勝(+1.0) 

1 竹内 爽香 慶大 12”22 

2 吉田 実結 立大 12”27 

3 田植 晶子 法大 12”36 

4 富田 葉月 早大 12”62 

5 内山 咲良 東大 13”03 

 

女子 400m 決勝 

1 小山 佳奈 早大 56”77 

2 清水 友紀 慶大 57”66 

3 池田 菜月 立大 59”28 

4 鈴木 萌香 法大 1’00”30 

5 大久保 咲紀 早大 1’02”22 
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女子 800m 決勝 

1 串田 遥香 立大 2’14”58 

2 竹内 まり 早大 2’15”01 

3 高石 涼香 東大 2’17”42 

4 木村 友香 慶大 2’25”13 

5 斎藤 杏里彩 法大 2’25”13 

 

女子 100mH 決勝(-0.1) 

1 藤森 菜那  明大 14”05 

2 鈴木 美帆  法大 14”25 

3 水越 香織  立大 14”71 

4 ｶﾞﾗｻﾞｰｽﾞ圭奈ｳﾞｨｳﾞｨｱﾝ 慶大 15”10 

 

女子 400mH 決勝 

1 南野 智美  早大 1’01”66 

2 香坂 さゆり  立大 1’02”66 

3 ｶﾞﾗｻﾞｰｽﾞ圭奈ｳﾞｨｳﾞｨｱﾝ 慶大 1’04”45 

4 斎藤 杏里彩  法大 1’06”20 

 

女子走幅跳 

1 内之倉 由美 早大 5m84(+0.7) 

2 今井 瑛子 慶大 5m69(+0.1) 

3 松本 涼花 立大 5m59(-0.7) 

4 内山 咲良 東大 5m38(-0.8) 

5 吉武 志織 法大 5m06(-0.8) 

 

総合得点[女子] 

1 位: 立教大学 33 点 

2 位: 慶應義塾大学 32 点 

3 位: 早稲田大学 29 点 

4 位: 法政大学 23 点 

5 位: 東京大学 9 点 

6 位: 明治大学 6 点 

 

5. 自己記録更新者一覧 

10/23 第 253 回日本体育大学長距離競技会 

5000m 岩崎瞭介(2 年) 15’53”50 

5000m 箕輪創太(1 年) 16’32”16 

 

10/29.30 日本体育大学陸上選手権 

800m 阿部龍太郎(5 年) 2’08”70 

400mH 早川航平(3 年) 59”50 

 

10/29.30 第 15 回川崎陸上競技フェスティバル 

200m 阿部龍太郎(5 年) 25”66(-0.2) 

800m 下村麟平(3 年) 1’58”93 

 

11/5.6 第 23 回東京大学陸上競技会 

400m 坂口諒(2 年) 52”41 

800m 加藤騎貴(4 年) 1’54”02 

800m 坂口諒(2 年) 1’55”86 

800m 近藤秀一(2 年) 1’56”36 

800m 下村麟平(3 年) 1’58”46 

800m 戸田賢希(４年) 1’59”01 

800m 西川拓(4 年) 2’06”21 

800m 石黒駿(3 年) 2’06”99 

800m 松原新(1 年) 2’07”83 

800m 藤原ゆか(2 年) 2’27”02 

1500m 八ツ本真司(1 年) 4’27”03 

1500m 森本祥之(1 年) 4’32”74 

5000m 坂出竜弥(4 年) 15’20”49 

5000m 岩崎瞭介(2 年) 15’45”72 

5000m 伊藤慎(2 年) 15’46”65 

5000m 菅原大地(3 年) 16’28”19 

5000m 加納崇徳(1 年) 17’39”93 

 

11/12.13 第 254 回日本体育大学長距離競技会  

5000m 遠藤正陽(1 年) 15’28”07 

10000m 阿部飛雄馬(1 年) 30’47”63 

 

11/13 第 18 回東京学芸大学競技会 

1500m 森本祥之(1 年) 4’32”35 

5000m 清水洸一(3 年) 16’48”59 

 

 

11/19 the ２nd Juntendo Distance 

5000m 長田将(2 年) 16’38”28 
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11/20 第 29 回上尾シティマラソン 

ハーフ 遠藤正陽(1 年) 69’36 

ハーフ 岩崎瞭介(2 年) 69’57 

ハーフ 栗山一輝(1 年) 70’44 

ハーフ 伊東祐輝(3 年) 71’28 

ハーフ 伊藤慎(2 年) 72’49 

ハーフ 須藤克誉(3 年) 73’03 

ハーフ 清水洸一(3 年) 75’51 

ハーフ 一柳里樹(1 年) 76’10 

ハーフ 小田貴大(3 年) 77’14 

ハーフ 溝内遼平(2 年) 77’36 

ハーフ 二階堂圭(1 年) 78’06 

ハーフ 西條大悟(6 年) 79’29 

ハーフ 椋本健太郎(2 年) 80’05 

ハーフ 古賀淳平(1 年) 80’11 

ハーフ 相庭貴行(1 年) 80’36 

ハーフ 加納崇徳(1 年) 83’14 

ハーフ 渡部慎也(1 年) 97’26 

 

11/27 第 59 回平成国際大学長距離競技会 

5000m 若杉亮(1 年) 16’05”49 

 

12/3.4 第 255 回日本体育大学長距離競技会 

5000m 遠藤正陽(1 年) 15’26”92 

5000m 佐藤悠介(2 年) 15’37”08 

5000m 小林龍史(2 年) 15'56”90 

5000m 石黒駿(3 年) 16’10”87 

5000m 菅原大地(3 年) 16’20”28 

5000m 箕輪創太(1 年) 16’22”33 

5000m 二階堂圭(1 年) 16’28”96 

5000m 溝内遼平(2 年) 16’42”18 

5000m 小田貴大(3 年) 16’56”94 

5000m 加納崇徳(1 年) 17’28”77 

5000m 藤原ゆか(2 年) 18’45”66 

5000m 堀越美菜(2 年) 22’17”38 

 

12/24 第 17 回日本体育大学女子長距離競技会 

3000m 黒岩道子(2 年) 11’10”74 

 

12/24 平成国際大学競歩競技会 

5000mW 昼田泰宏(1 年) 25'00"06 

 

2/5 第 39 回神奈川マラソン 

ハーフ 田村和也(3 年) 69’26 

ハーフ 肱岡佑(2 年) 74’21 

ハーフ 箕輪創太(1 年) 75’34 

 

2/19第 100回日本陸上競技選手権大会 20km競歩 

20kmW 堀江駿(2 年) 1:29'50 

 

2/26 TOKYO MARATHON 2017 

マラソン 近藤秀一(2 年) 2:14’13 

 

3/5 第 20 回日本学生ハーフマラソン 

ハーフ 栗山一輝(1 年) 70’38 

ハーフ 油井星羅(2 年) 72’40 

ハーフ 肱岡佑(2 年) 72’47 

ハーフ 箕輪創太(1 年) 74’53 

ハーフ 渡部慎也(1 年) 76’41 

ハーフ 古賀淳平(1 年) 77’08 

 

3/18.19 第 24 回東京大学陸上競技会 

800m 小野康介(1 年) 1’56”39 

1500m 小野康介(1 年) 4’09”10 

1500m 油井星羅(2 年) 4’18”00 

1500m 遠藤正陽(1 年) 4’16”34 

1500m 箕輪創太(1 年) 4’22”17 

1500m 古賀淳平(1 年) 4’24”68 

5000m 油井星羅(2 年) 16’36”14 

5000m 古賀淳平(1 年) 16’59”48 

5000m 堀越美菜(2 年) 21’09”97 

走幅跳 平木基人(2 年) 6m52(+1.8) 

棒高跳 寶田雅治(3 年) 3m30 

三段跳 毛利冬悟(2 年) 13m59(+0.6) 

やり投 寶田雅治(3 年) 41m36 

十種 寶田雅治(3 年) 5449 点 
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3/25.26 平成 28 年度関東学連春季オープン 

3000mSC 栗山一輝(1 年) 9’59”99 

3000mSC 遠藤正陽(1 年) 10’17”11 

3000mSC 小林龍史(2 年) 10’31”04 

10000ｍW 櫻井悠也(4 年) 47'27"29 

三段跳 赤塚智弥(2 年) 13m43(-0.9) 

 

4/8 第 50 回東京六大学対校陸上競技大会 

100m 今井樹宏(4 年) 11”69(+0.6m) 

800m 坂口諒(3 年) 1’55”63 

800m 小野康介(2 年) 1’56”10 

1500m 富原健太(4 年) 4’22”46 

5000m 長田将(3 年) 16’19”63 

110mH 村井輝(2 年) 16”03(+1.3) 

走幅跳 木下秀明(3 年) 7m18(-1.5) 

砲丸投 佐竹俊哉(3 年) 10m76 

砲丸投 加藤輝仁(4 年) 10m27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 主務より 

6.1 応援 OB・OG 紹介 

 4/8 に慶應義塾大学日吉キャンパスで行われました

第 50 回東京六大学対校陸上競技大会に際し、応援に

駆けつけてくださいました OB・OG の方のご氏名を

ご卒業年順に報告いたします。(敬称略) 

 

昭和 40 年卒 石堂怜 

昭和 40 年卒 渡部一之 

昭和 54 年卒 中谷敬二 

昭和 54 年卒 渡辺芳治 

昭和 57 年卒 柳沢健彦 

昭和 58 年卒 八田秀雄 

昭和 61 年卒 藤村陽 

平成 3 年卒  岩間年治 

平成 3 年卒  小野満 

平成 3 年卒  馬場勝也 

平成 13 年卒 岡野浩行 

平成 13 年卒 新妻拓弥 

平成 15 年卒 橋本武 

平成 17 年卒 藤田靖浩 

平成 21 年卒 武安光太郎 

平成 23 年卒 近藤尭之 

平成 23 年卒 渡邉拓也 

平成 27 年卒 岡島弘明 

平成 28 年卒 渥美祐次郎 

平成 28 年卒 小南直翔 

平成 29 年卒 阿部龍太郎 

平成 29 年卒 岩渕康太 

平成 29 年卒 加藤騎貴 

平成 29 年卒 軽部智 

平成 29 年卒 戸田賢希 

平成 29 年卒 福島洋佑 

平成 29 年卒 松本大樹 

平成 29 年卒 箕島頌 

 

 たくさんの方々に応援にお越しいただきました。心

より感謝申し上げます。 
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6.2 行事予定 

今後の行事予定をお知らせいたします。 

5.25(木)〜5.28(日) 関東 I.C. @日産 

6.9(金)〜6.11(日)  個人選手権@平塚 

7.1(土)   四大戦@大井 

7.29(土)〜7.30(日) 七大戦@知多、瑞穂 

9.8(金)〜9.10(日)  全日本 I.C. @福井 

10.14(土)  箱根駅伝予選会＠立川 

 

※国公立戦、OB 戦、一橋戦、京大戦は日程が確定し

ていません。 

 

 

6.3 連絡先 

慶弔のご連絡は下記連絡先までお願い申し上げます。 

総務委員長：斎藤誠二 

TEL ：03-5370-9370 

Mail ：Seiji_Saito@suntory.co.jp 

学生主務：後藤裕瑛 

〒240-0046  神奈川県横浜市保土ヶ谷区仏向西

22-3-914 

TEL : 070-6573-6935 

Mail : shumu@uttf.org 

学生主務補：富原健太 

Mail ：uttf.shumuho@gmail.com 

部便り郵送不要の方は、お手数ですが学生主務補までご

連絡下さい。 

この部便りは陸上運動部ホームページ内の｢OBOG 向

け｣からもご覧になれます。 

URL : http://www.uttf.org 

 

学生主務 後藤裕瑛 

 

部便りに関するご意見、ご感想は部便り主任の須藤ま

でお送り下さい。 

                    部便り主任  須藤克誉 

  (Mail: uttfbdyri2017@gmail.com) 

http://www.uttf.org/

